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SIP（戦略的イノベーション創造プログラム） 事例紹介

次世代パワーエレクトロニクス

政策統括官
（科学技術・イノベーション担当）付
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パワーエレクトロニクスとは

ＩＣ（集積回路）

パワエレ

半導体半導体 人間人間

頭脳頭脳

心臓心臓
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■ パワーエレクトロニクス（パワエレ）を人間で例えると…
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パワエレはあらゆるところで使われる

直交変換器直流の電気 交流の電気

100ボルトの電気 ５ボルトの電気変圧器
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従来はトランスなどを使用 パワエレにより小型化

パワエレ

パワエレ

パワエレはあらゆるところで使われ始めた。より高性能なパワエレが必要。
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パワエレ市場

■ パワエレ市場は成長。ＳＩＰにより、高性能なパワエレを開発し、競
争力の維持・拡大を目指す。

4

世界市場は２０３０年に約２０兆円になる見込み

高性能なパワー半導体（ＩＧＢＴ）の
世界シェア（2011年）

日本企業は優位
しかし、国際競争は激化

２０兆円

■ ウェハ・装置
■ パワー半導体
■ パワーエレクトロニクス機器

６兆円

２０

１０

０
現在 2030年

（兆円）
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パワエレ応用の事例 ー 鉄道
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ＳｉＣ（エスアイシー、炭化ケイ素）という新材料を用いたパワー
半導体をインバータ等に搭載して、消費電力を４割削減

SiCインバータ等を搭載する銀座線01系37編成

東京メトロ銀座線に最新鋭のパワエレ機器（インバータ）を搭載

ＳｉＣインバータ
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目指すレベル

■ 現状に比して電力損失1/2、体積1/4の達成を目指す

電力損失
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パワエレ使用前

材料の技術革新などによって
さらに省エネ

電力損失1/2
大きさ（体積）1/4

ＳｉＣ（炭化ケイ素）など

インバータ・エアコン
消費電力 ３割減
インバータ・エアコン
消費電力 ３割減

Ｓｉ（シリコン）など
パワエレ使用



ＰＤによる全体俯瞰、戦略策定
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構築する体制
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■ 大学、文科省による基礎的研究と、企業、経産省による実用化
に向けた研究などをＰＤが俯瞰し、横断的な研究開発拠点・ネッ
トワークを形成することで、早期の実用化を目指す。

基礎的研究
大学、文科省

実用化に向けた研究
企業、経産省

ＳＩＰによる研究開発
拠点・ネットワーク形成

画期的な省エネ
産業競争力の強化

早期の実用化・事業化
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構築する体制

■ プログラムディレクター
大森達夫 （三菱電機株式会社 役員技監）

■ 平成26年度予算
22億円

〔ひと言〕

次世代パワーエレクトロニクスの研究開発において、各研究開
発項目ごとに実用化を担う企業に参加していただき、実用化の
主体を明確化することで、成果を製品化、社会への貢献に繋げ
て行きたいと考えています。
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